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「伊予銀行エバーグリーンの森」
　　　　　森

も

林
り

づくり活動協定締結

大
洲
の
カ
ヌ
ー『
地
域
と
連
携
』　
〜
肱
川
ク
リ
ー
ン
活
動
実
施
〜

　

肱
川
の
美
化
・
保
全
を
目
的
に
、
国

立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家
を
中
心
と
し

た
ク
リ
ー
ン
活
動
が
４
月
２
日（
火
）、

大
洲
城
対
岸
の
肱
川
河
川
敷
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
と
な
り

ま
し
た
が
、大
洲
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
部
、

大
洲
市
カ
ヌ
ー
協
会
、
㈱
お
お
ず
街
な

か
再
生
館
、
大
洲
市
教
育
委
員
会
な
ど

か
ら
合
計
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

活
動
の
前
に
、
国
立
大
洲
青
少
年
交

流
の
家
の
松
岡
孝た

か

次つ
ぐ

所
長
は
「
カ
ヌ
ー

活
動
の
本
格
的
な
実
施
の
前
に
、
肱
川

を
き
れ
い
に
で
き
る
こ
と
は
大
変
う
れ

し
い
こ
と
で
あ
る
。
今
日
は
、
い
つ
も

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
肱
川
に
、
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
作
業
し
た

い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

市
教
育
委
員
会
の
林
田
国
体
準
備
課
長

が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
そ
の
後
一
斉
に

清
掃
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
見
、
き
れ
い
に
見
え
る
河
川
敷
で

す
が
、
洗
濯
機
や
車
の
タ
イ
ヤ
な
ど
の

粗
大
ご
み
の
ほ
か
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
20
袋
以
上
の
ご
み
が
集
ま

り
ま
し
た
。
参
加
者
は
雨
に
濡
れ
な
が

ら
も
、
一
つ
で
も
多
く
の
ご
み
を
拾
い

集
め
よ
う
と
、
お
互
い
に
協
力
し
な
が

ら
活
動
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
洲
市
は
、
２
０
１
７
年
開
催
の
第

72
回
国
民
体
育
大
会
（
え
ひ
め
国
体
）

で
、
カ
ヌ
ー
競
技
の
開
催
予
定
地
と
し

て
内
定
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
、
カ

ヌ
ー
を
は
じ
め
自
然
と
親
し
む
人
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
、
国
体
全
体
の
盛

り
上
が
り
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家
は
、
今

後
も
積
極
的
に
地
域
と
連
携
を
図
り
、

母
な
る
川
「
清
流
肱
川
」
の
美
化
・
保

全
に
努
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　平成₂₀年度から伊予銀行が大洲市阿蔵高山で取り
組んできた、「伊予銀行エバーグリーンの森」森林
づくり活動協定が、平成₂₄年度をもって終了するこ
とから、引き続き５年間の森林づくり活動を行うた
めの協定締結式が ₃ 月₂₈日㈭、県庁知事会議室で行
われました。
　この森林づくり活動協定は、愛媛県と公益財団法
人愛媛の森

も

林
り

基金を含む４者の間で結ばれ、植樹や
下草刈りなどの森林づくり活動を展開するためのも
のです。
　締結式には、中村時

とき

広
ひろ

愛媛県知事をはじめ、清水
裕

ひろし

大洲市長、大塚岩
いわ

男
お

株式会社伊予銀行頭取、髙
木健

けん

次
じ

公益財団法人愛媛の森林基金理事長が出席
し、それぞれの協定書に署名を行いました。
　締結にあたって中村知事は「森林は県民の共有財
産である。県や市町、企業が一体となって守り育て
ていこう」と述べられました。

　これにより、平成₂₅年度からも伊予銀行が、環境
保全の取り組みを積極的に進め、併せて社会・経済
への貢献に努めることを目的として、阿蔵高山で森
林づくり活動を行っていきます。

左から、髙木理事長、清水市長、大塚頭取、中村知事
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行政相談委員に委嘱 退任行政相談委員へ
総務大臣感謝状などを贈呈

新
就
職
者
激
励
大
会
を
開
催

　

新
就
職
者
の
前
途
を
祝
福
し
、
今
後

の
活
躍
を
期
待
し
て
、
平
成
25
年
度
第

49
回
新
就
職
者
激
励
大
会
が
４
月
26
日

（
金
）、
リ
ジ
ェ
ー
ル
大
洲
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
清
水
市
長
は

「
社
会
人
に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
広
い
視
野
を
持
ち
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
活
動

し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
か
ら
の
み
な

さ
ん
の
活
躍
に
期
待
す
る
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
社
会
人
の
先
輩
を
代
表
し

て
、
大
洲
市
役
所
の
原
田
瑛あ

き

子こ

さ
ん
が

「
社
会
人
と
し
て
最
低
限
大
切
な
こ
と

は
、
あ
い
さ
つ
と
礼
儀
、
そ
し
て
笑
顔

を
心
が
け
る
こ
と
だ
と
思
う
。
大
洲
で

就
職
し
た
こ
と
を
誇
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
就
職
者
を
代
表
し
て
、
愛
媛
た
い

き
農
業
協
同
組
合
の
瀧
野
大だ

い

地ち

さ
ん

と
、
株
式
会
社
伊
予
銀
行
大
洲
支
店
の

森
永
真ま

紀き

さ
ん
が
「
私
た
ち
は
、
し
っ

か
り
と
気
を
引
き
締
め
、
確
か
な
第
一

歩
を
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

礼
節
・
公
共
心
・
道
徳
心
を
忘
れ
ず
、

少
し
で
も
大
洲
市
に
貢
献
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
く
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
係
者
と
新
就
職
者
と
の

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
就
職
者

た
ち
は
、
一
人
ず
つ
今
後
の
抱
負
を
述

べ
る
ほ
か
、
お
互
い
に
名
刺
交
換
を
行

う
な
ど
、
社
会
人
と
し
て
確
か
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　梅木キヨカさん（河辺地区）が４月１日付けで、
総務大臣から行政相談委員に委嘱されました。
　委嘱を受けた梅木さんは「悩みを聞くことで、
少しでもその人の力になれたらうれしい。手探り
の状態ではあるが、一生懸命に取り組んでいきた
い。また、行政とも密に連携を図りながら、地域
の声を届けていきたい」と述べられました。
　行政相談委員は、住民のみなさんの行政に関す
る苦情や意見・要望をお聞きし、みなさんと市役
所などの間に立ち、公平・中立的立場で相談に乗
ります。
　相談は無料で秘密は厳守されますので、お気軽
にご相談ください。
　各地区の相談場所および日時は、広報大洲₂₄ペ
ージに掲載しています。

　長年にわたり、行政相談委員としてご尽力され
た功績をたたえ、松本惠

けい

子
こ

さん（河辺地区）が ₅
月 ₁ 日㈬、河辺支所で総務大臣感謝状と愛媛行政
相談委員協議会長感謝状の贈呈を受けました。
　贈呈にあたり、松本さんは「₁₀年間で、さまざ
まな研修などを受けさせていただいた。今後もそ
の経験を生かして、みなさんのお役に立ちたいと
思う」と述べられました。
　大洲市では、各地域に行政相談委員を配置し、
相談機関の充実を図っています。
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災
害
に
強
い
地
域
社
会
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
　
～
大
洲
市
地
域
防
災
計
画
を
改
訂
～

　
「
大
洲
市
地
域
防
災
計
画
」
は
、
平
成
18
年
３
月

に
改
訂
さ
れ
て
か
ら
、
７
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
国
や

県
の
防
災
計
画
な
ど
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
、
身
体
、
財
産
な
ど
を
災
害

か
ら
守
る
た
め
、
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
計
画
と
し

て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
は
る
か
に
超
え
た
巨
大

な
地
震
と
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
こ
の
大
規
模
な
震
災
を
契
機
と
し
て
、
原

子
力
発
電
所
の
事
故
や
そ
の
後
の
放
射
能
汚
染
な
ど

へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
大
洲
市
で
は
、
被
害
想
定
や
社
会
情
勢
の

変
化
を
踏
ま
え
、
各
種
デ
ー
タ
の
見
直
し
な
ど
、
本

市
の
防
災
体
制
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
計
画
の

改
訂
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　　

近
年
の
災
害
に
対
す
る
教
訓
と
、
最
新
の
知
見
を

踏
ま
え
て
改
訂
し
た
新
た
な
「
大
洲
市
地
域
防
災
計

画
」
は
、
４
つ
の
対
策
編
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、

従
来
の
風
水
害
等
対
策
編
、
地
震
災
害
対
策
編
、
資

料
編
に
、
新
た
に
津
波
災
害
対
策
編
、
原
子
力
災
害

対
策
編
が
加
わ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
実
効
性
の
あ

る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
風
水
害
等
対
策
編
】

　

４
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
風
水
害
な
ど
の
災
害
予
防

対
策
、
災
害
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
・
復
興
対
策
な

ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

【
地
震
災
害
対
策
編
】

　

５
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
地
震
の
揺
れ
に
関
す
る
災

害
予
防
対
策
、
災
害
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
・
復
興

対
策
な
ど
を
定
め
て
い
て
、
東
南
海
・
南
海
地
震
防

災
対
策
推
進
計
画
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
津
波
災
害
対
策
編
】

　

４
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
津
波
な
ど
の
災
害
予
防
対

策
、
災
害
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
・
復
興
対
策
な
ど

を
示
し
て
い
ま
す
。

【
原
子
力
災
害
対
策
編
】

　

４
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
原
子
力
災
害
事
前
対
策
、

緊
急
事
態
応
急
対
策
、
原
子
力
災
害
中
長
期
対
策
な

ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

【
資
料
編
】

　

４
つ
の
災
害
対
策
編
を
補
完
し
、
行
動
を
起
こ
す

た
め
に
必
要
な
リ
ス
ト
や
図
な
ど
の
資
料
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

防災力を高める
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防災意識を高める

　

災
害
時
の
対
応
と
し
て
、
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
、
い
わ
ゆ
る
「
自
助
」

が
基
本
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
家
族
や

近
所
、
周
り
に
い
る
人
と
協
力
し
て
、

落
ち
着
い
て
行
動
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

誰
か
と
一
緒
に
行
動
し
、
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
一
人
で
は
で
き
な
い
こ

と
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
防
災
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
防
災
訓
練
な
ど
の
研
修
や

地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
講
習
、
訓
練

な
ど
に
参
加
し
、
避
難
場
所
や
応
急
手

当
の
方
法
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

も
必
要
で
す
。

　

災
害
時
に
慌
て
な
い
た
め
に
、
日
頃

か
ら
、

▽ 

避
難
経
路
・
避
難
場
所
を
確
認
し
て

お
く
。

▽ 

非
常
持
ち
出
し
品
（
ラ
ジ
オ
、
懐
中

電
灯
、
医
薬
品
な
ど
）
を
準
備
し
て

お
く
。

▽
家
周
り
の
確
認
を
す
る
。

な
ど
を
定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
も
災
害
が
発
生
し
そ
う
に
な
っ

た
時
に
は
、

▽ 

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
最
新
の
情

報
を
確
認
す
る
。

▽ 

防
災
行
政
無
線
の
内
容
を
確
認
す

る
。

※ 

聞
き
取
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
電

話
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
１
２
０
（
０
０
）
８
８
６
３

（ 

６
月
１
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
開
始
・
通

話
料
無
料
）

▽
危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
。

▽ 

避
難
時
に
は
戸
締
り
と
火
の
用
心
を

行
い
、
持
ち
物
は
最
小
限
に
す
る
。

▽ 

一
人
で
行
動
せ
ず
、
周
り
に
い
る
人

と
一
緒
に
行
動
す
る
。

な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

大
洲
市
地
域
防
災
計
画
は
、
防
災
を

担
当
す
る
行
政
機
関
を
は
じ
め
、
大
洲

市
の
主
な
施
設
や
市
内
33
地
区
の
自
主

防
災
組
織
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
で
は
、
こ
の
大
洲
市
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
、
国
、
県
を
は
じ

め
、
医
療
機
関
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道

事
業
者
な
ど
と
連
携
し
、
市
民
の
み
な

さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、
各
自
主
防

災
組
織
と
一
体
と
な
っ
て
、
防
災
・
減

災
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課　

☎
㉔
１
７
４
２

も
し
も
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
時
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

　災害の発生を完全に防ぐことはできないため、大洲市では多くの人たち
から意見をいただきながら、効果的な災害対策に取り組んでいきます。
　また、市民のみなさん一人ひとりの自覚と努力を促すことによって、
できるだけ被害を最小化する「減災」の考え方を防災の基本方針とし、
尊い人命が失われないことを最重視しつつ、経済的被害を最小限に抑
えるよう、さまざまな対策を組み合わせて災害に備えます。
　防災対策は、被害の軽減と安全・安心を確保するため、行政による
防災対策の充実はもとより、市民のみなさん自らが災害への備えを実
践し、災害に強い地域社会づくりを実現することが不可欠です。
　そのため、個人や家庭、地域、企業、団体などが日常的に減災のた
めの行動と投資を継続的に行う「市民防災運動」を展開し、関係機関
との連携を図ります。
　さらに、災害発生時には、防災関係機関相互の連携体制が重要であり、
公共機関および市は、応急活動と復旧活動に関し、各関係機関による相
互応援の協定を締結するなど、平常時より連携を強化していきます。

「もしも」「万が一」に備えて、日頃からの備えを大切に
～防災に関する市の基本方針～
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